
～ 土着天敵が増えやすい定植前処理薬剤 ～

露地ナス栽培では、一般的に定植時のネオニコチノイド系粒剤の植穴処理が行われています。こ
れを育苗期後半の苗に対するスピロテトラマト水和剤の潅注処理に代えることで、より効率的に害
虫発生を予防するとともに、土着天敵ヒメハナカメムシの初期発生量を増加させることができます。

１．背景と目的
奈良県では、露地
ナス栽培で問題にな
るミナミキイロアザ
ミウマを防除するた
めに、ほ場に自然発
生する天敵であるヒ
メハナカメムシ（図１）を保護する防除体系を
推進しています。ナスでは、初期害虫の発生を
予防するため、定植時にネオニコチノイド系粒
剤の植穴処理を行うのが一般的です。しかし、
ネオニコチノイド系殺虫剤は、定植直後の発生
が警戒されるミナミキイロアザミウマやコナジ
ラミ類、ハダニ類に対する効果が低い上に、天
敵ヒメハナカメムシに対する悪影響が懸念され
ます。そこで、これらの問題解決が期待できる
新規殺虫剤であるスピロテトラマト水和剤の育
苗期後半の苗に対する潅注処理の効果を調査し
ました。
２．研究成果の概要
ネオニコチノイド系で頻繁に使用されるイ
ミダクロプリド粒剤を定植時（5/18）に植穴処
理した「慣行区」と、スピロテトラマト水和剤
を定植２日前（5/16）の苗に潅注した「改良区」
を比較しました。その結果、カンザワハダニは、
殺ダニ活性のないイミダクロプリドを使用した
慣行区では６
月上旬に多発
して殺ダニ剤
散布が必要で
したが、殺ダ
ニ活性がある
スピロテトラ

マトを使用した改良区では発生せず、春の殺ダ
ニ剤散布を削減できました（図２）。
処理前の苗にはネギアザミウマやワタアブラ
ムシが発生していましたが、定植後はどちらの
処理区もアザミウマによるシルバリング被害や
アブラムシ類が発生せず、同等の効果が見られ
ました（データ省略）。また、天敵ヒメハナカ
メムシの初期発生量は、改良区の方が多くなり
ました（図３）。

図３　ヒメハナカメムシの発生

３．実用化に向けた対応
ネオニコチノイド系殺虫剤は、かつてはミナ
ミキイロアザミウマやコナジラミ類、アブラム
シ類に対する高い効果があったことから普及し
た殺虫剤ですが、近年はこれら害虫で抵抗性発
達が問題化しています。またヒメハナカメムシ
への影響が大きいことから、天敵保護体系では
使いにくい殺虫剤でもあります。
今回調査したスピロテトラマト水和剤は、こ
れらの各種害虫に加えてハダニに対する防除効
果もあり、またヒメハナカメムシへの影響も小
さい事が分かりました。今年度は現地生産ほ場
での実証試験を実施し、害虫の被害を抑えるこ
とと、天敵の発生が多いことを確認できました
ので、今後は現地普及を検討したいと考えてい
ます。� （病害虫防除ユニット　井村��岳男）
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図１ ヒメハナカメムシ 
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図２ カンザワハダニの発生 
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露地ナスの天敵温存体系の改良 
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図１　ヒメハナカメムシ

図２　カンザワハダニの発生
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